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平成２５年度・地域型住宅 ブランド化事業グループ 

４８０グループを採択 国土交通省 
 

国土交通省は８月６日に平成２５年度地域型住宅ブランド化事業 

グループ募集の結果を発表した。 

 

平成２５年度「地域における木造住宅生産体制強化事業」のうち 

｢地域型住宅ブランド化事業」について、補助事業の適用を受けようと 

する４８２グループが提出した申請書を評価し、４８０のグループを採択 

したという。その都道府県別のグループ数は右表のとおりである。 

 

この車業は、地域材等資材供給から設計･施工に至るまでの関連事業者

が緊密な連携体制を構築し、地域資材を活用して地域の気候・風土に 

あった良質で特徴的な「地域型住宅」の供給に取り組むことを支援し、 

地域における木造住宅生産・維持管理体制強化を図り、地域経済の活性

化及び持続的発展、地域の住文化の継承及び町並みの整備、木材自給

率の向上で森林・林業の再生等に寄与する目的のもの。 

 

そのため、中小住宅生産者等が他の中小住宅生産者や木材供給、建材

流通等の関連地場産業と構築したグループを公募し、取り組みが良好な

ものを国土交通省が採択し、採択されたグループの中小住宅生産者等が

その共通ルールで木造の長期優良住宅の建設を行う場合、その費用の一部を補助するものである。 
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